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Press  Release
2013年6月17日第１回 妖怪造形大賞

7/1（月）審査発表会！
【日時】 2013年7月1日（月） 13:00～
【場所】 小豆島 迷路のまち モノノケ堂（MeiPAM04)

ご招待！

■全国から妖怪たちがゾクゾク集結！
2013年2月のワンダーフェスティバル（幕張にて開催）から募集を開始した妖怪造形大賞も、いよいよ6月
20日で第1回目の募集を締め切ります。現在、北海道や東京や高松など、全国からどんどん妖怪造形作
品が小豆島に上陸中！いずれも目を見張る力作揃いです。応募作品は、この夏小豆島の迷路のまちに
オープンする「モノノケ堂（MeiPAM04）」の2階ギャラリーに展示・公開します！

■豪華な審査員も小豆島に集結！
審査委員長：北原照久（株式会社トーイズ代表取締役、横浜ブリキおもちゃ博物館館長）

審査員：美内すずえ（漫画家）、宮脇修一（株式会社海洋堂社長）、須田正巳（アニメ作画監督）、

米田武志（造形師）、岡田好平（土庄町長） ※海洋堂の宮脇社長は6/30（日）に事前審査していただきます。

おもちゃ、マンガ、フィギュア、アニメ界…各界の第一人者が一堂に会する画期的な
審査会！インタビューや撮影もできる、7/1（月）の審査発表会です！

メディアのみなさまもぜひ集結してください！

詳細は次ページへ

▲北原照久氏（おもちゃ博物館館長）

妖怪フィギュア（写真提供＝海洋堂）▲



小豆島 迷路のまち 妖怪プロジェクト

妖怪造形大賞は、まちをどんどん楽しくします
■小豆島には、妖怪伝説や不思議な民話がいっぱい！
瀬戸内海航路の拠点、小豆島には昔から東西の文化が集まり、各地の昔話や妖怪話も数多く伝わりました。
「迷路のまち」では、侵入する海賊を煙に巻くような路地が縦横に走っており不思議感がいっぱい。曲がり角
の向こうに、ふとナニカがいそうな雰囲気です。この街に、世界中の妖怪を集めて地域をもっと楽しく元気にし
よう！というのが、このプロジェクトのねらいです。

■世界一妖怪造形が集まる街へ！全作品迷路のまちに保存展示！
この造形大賞では、日本国内のみならず世界中から膨大な数の作品を集めてギネスに挑戦しようという意図
もあります。応募全作品は、この夏オープン予定「モノノケ堂」＝ＭｅｉＰＡＭ（メイパム）04」にて保存展示。制作
意図も合わせて展示します。

MeiPAM01

ケ堂

【モノノケ堂】ニュース！この夏OPEN！
ここは、妖怪の作品が集まるだけではありません。1階
には、昔懐かしい「駄菓子屋さん」にもなります。また、
ベーゴマ、けん玉、ヨーヨーやガチャポン、男の子も女
の子もお父さんもお母さんも、家族で楽しめるほっこり
スペースに！島民だけでなく、旅行者がふらっと寄りた
くなる。そんな「昭和な」空間が出現します！

【お問い合わせ】

小豆島 迷路のまち妖怪プロジェクト 事務局

〒761-4106 香川県小豆郡土庄町甲267-6

TEL&FAX: 0879-62-5898（MeiPAM内）

広報担当：小豆島ヘルシーランド 広報部 野村

TEL.0879-62-7111
E-mail：nomura@healthyolive.com
E-mail: info@meiro-youkai.com
HP: http://meiro-youkai.com

■迷路のまち MeiPAM （小豆島・土庄本町）

海賊からまちを守るために迷路のように入り組ませたといわれる、小
豆島土庄本町。南北朝時代の戦乱に備えてこのようなつくりにしたと
もいわれています。そんな迷路のまちで、アートプロジェクト MeiPAM
は繰り広げられています。Meiは、迷路のメイ 明治のメイ 名作のメ
イ。PAMは、Peformance ＆ Art & Marché のこと。いろんな人が集っ

てくる多様な場にしていきたいと考えます。アートと妖怪で活気づく迷
路のまちに、目が離せません！

迷路のまち MeiPAMでは毎月、島マルシェも開催

■twitter
https://twitter.com/meiroyoukai
■facebook
https://www.facebook.com/meiroyoukai

以下でも随時情報発信しています！

モノノケ堂
MeiPAM04

小豆郡土庄町字東元浜甲393-3
▲審査会場と作品展示場はこちらです！


